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審 査 結 果 の 要 旨 
 









申請者は，軽微な外傷で生じた 65歳以上の SCIWORA 50例を対象とした．性別は男性 28例，
女性 22 例，平均年齢は 75.4 歳であった．全例受傷から 24 時間以内に救急搬送され受診し，神
経学的評価と画像評価を行った．神経学的評価として日本整形外科学会頚髄症治療成績判定基
準（Japanese Orthopaedic Association Scoring System for Cervical Myelopathy: JOA スコアと略）を
調査した．画像評価として CT 像で C5 椎体高位の脊柱管前後径，MR 画像で脊髄損傷高位およ




膜管内脊髄占拠率と JOA スコアとの間の関連について単変量解析と多変量解析を行った．   
単変量解析の結果では，硬膜管内脊髄占拠率と JOA スコアとの間には負の相関を認めた（r = 
-0.51，p < 0.001）．年齢，性別，脊柱管前後径および脊髄圧迫率と JOA スコアとの間には明ら
かな相関を認めなかった．多変量解析の結果では，硬膜管内脊髄占拠率のみが JOA スコアと関
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